
2025年5月8日

毎年、5月14日～20日は「ギャンブル等依存症問題啓発週間」です。当会では啓発週間に合わせ、相
談に来所したギャンブル依存症者及びその家族からのアンケート調査をまとめ発表しています。
ギャンブル等依存症は若年化が進み、大学生からの相談が急増しています。
オンラインカジノだけでなく公営競技もオンライン化が進み、ますますやめにくく、借金額も膨らん
でいます。にもかかわらずギャンブル依存症対策は遅々として進んでいません。ギャンブル産業は、
若者の人生をつぶすようなあり方ではなりません。マスコミの皆様是非世論喚起にお力添え下さい。

報道各位

5月14日～20日は「ギャンブル等依存症問題啓発週間

広がるオンラインギャンブルのリスク：依存症要因をギャンブラーが自己分析

「後払い」「お手軽」「朝から晩まで」

公益社団法人

ギャンブル依存症問題を考える会

【1】家族相談アンケート結果

計 6 枚
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【調査方法】

当会主催の相談会に来訪したギャンブル依存症者の家族による記述式アンケート調査
＊毎年1～12月でデータ収集
＊2025年は1～3月までの速報値を掲載

①ギャンブル依存症当事者の年代 ＊コロナ禍以降20代の若者が急増しています

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 不明 計

2019年 1 52 68 43 15 4 2 1 0 2 188
2020年 1 43 62 31 18 5 3 3 1 2 169
2021年 2 74 68 44 12 7 4 0 0 1 212
2022年 1 154 132 70 21 3 5 0 1 9 396
2023年 3 175 198 65 28 5 4 0 0 1 479
2024年 6 187 214 89 38 18 1 1 0 1 555
2025年 1 45 37 21 7 1 0 0 0 0 112
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②当事者のハマっていたギャンブルがオンラインカジノだった人の割合

2025年に入り再びオンラインカジノの相談が急増しています。著名人の書類送検があり報道が増えたことで、
問題が顕在化しているのではないかと推測しています。オンカジユーザーは若者率が特に高いのが特徴です。

③ギャンブル依存症当事者が大学生の割合 オンカジに限らず、ギャンブル問題では、
大学生の相談が急増しています。
大学での予防教育を早急に実施する
必要があります。
また、ギャンブル事業者側も収入もない
大学生をターゲットにしないよう広報を
自重して頂きたいと思います。
管轄省庁には監督して頂きたいと願います。

＊依存症議連開催のお知らせ＊
日 時:2025 年 5 月 12 日(月) 14:30 ~
場 所:衆議院第1議員会館

地下1階 「大会議室」
当会からは、大学在学中に競艇にハマり、
闇バイトで受け子・出し子を4件はたらき、
実刑判決となった当事者が体験を話します。
是非、ご参集ください。（別紙参照）

④借金額について

借金額は、オンカジはもちろん
大きくなりがちですが
公営競技やパチンコでも、
近年増加傾向にあり、
平均が1000万円近くに
なっています。

ギャンブル依存症は、当事者
だけでなく、家族が貧困に
追い込まれています。
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【2】当事者アンケート

2025/5に、当会に繋がっているギャンブル依存症当事者のうち、主にオンライン公営競技にのめりこんでいた
者にアンケート調査を行い、193名から回答を得ました。

①自分の経験を踏まえて、のめりこみやすいと感じた要因は何だと思いますか？（複数回答可）

現在公営競技もレース時間が早朝から深夜となり、オンラインカジノと変わりません。
早朝から深夜までひっきりなしにスマホ1台でギャンブルができてしまう状況を見直して下さい。

モーニング デイ ナイター ミッドナイト

競馬 なし 10時頃～17時頃 14時頃～21時頃 なし

競艇 9時頃～15時頃 10時頃～17時頃 15時頃～21時頃 17時頃～23時頃

競輪 8時頃～13時頃 10時頃～17時頃 16時頃～21時頃 21時頃～24時頃

オートレース 9時頃～14時頃 10時頃～17時頃 15時頃～21時頃 20時頃～24時頃

【公営競技レース実施状況】

ギャンブル依存症当事者は、自分たちがギャンブルにのめりこみ依存症となっていった要因には
1.「朝から晩まで」スマホから手軽に頻回に賭けることができてしまうこと。
2.クレジットカード/キャリア決済/電子マネー/ポイントなど、お金が手元になくてもあと払いスタート
ができてしまうこと。

3.アプリの会員登録が、非常に簡単にできてしまうこと。
をあげる者が多くいました。コロナ禍以降、アプリ開発により急激に売り上げが急増している公営競技
ですが、有効なギャンブル依存症対策は殆ど行われていません。
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本件のお問合せ先 ：
公益社団法人 ギャンブル依存症問題を考える会 (代表 ：田中 紀子)
TEL 080-4685-1446
E-mail：ricomomokei@gmail.com

【3】ギャンブル等依存症問題啓発週間に開催する当会の啓発活動

＊マスコミの皆様是非ご参集ください。現場での取材可です。

都道府県 配布場所 開始予定

北海道 札幌駅 8:45～

宮城 仙台駅前周辺 15:00～

茨城 つくば駅A3・A4出口付近 8:00～

群馬 道の駅ららん藤岡 9:00～

埼玉 浦和駅東口 14:00～

千葉 船橋駅交番前 10:00～

東京 JR錦糸町駅南口 16:00～

神奈川 桜木町駅前広場 16:00～

新潟 新潟ふるさと村 9:30～

長野 長野駅前 8:00～

愛知 名古屋駅（桜通り口） 11:30～

京都 丸太町駅2番出口付近
8:00～
17:00～

大阪 周防町交差点（Apple心斎橋前） 17:00～

兵庫 神戸三ノ宮駅周辺 13：00～

鳥取 米子駅 7:00～

島根 松江駅前 7:15～

福岡 博多駅（博多口•筑紫口) 7:00～

佐賀 唐津ボートコミュニティエリア 10:00～

①全国18都道府県で依存症啓発グッズ配布キャンペーンを同日開催

啓発週間初日の2025/5/14（水）には、全国18都道府県においてギャンブル依存症の家族が啓発グッズ配布

キャンペーンを開催します。（ノベルティがなくなり次第終了）

誰でも、なる。
誰でも、なおる。

ウエットティッシュ

当会作成の
啓発冊子

②当会Youtube番組「たかりこチャンネル」にて啓発縦型動画5本配信

③依存症対策議員連盟勉強会にて実態報告（代表：田中紀子、及びギャンブル依存症当事者。別紙添付）

その他

※連携する NPO法人 全国ギャンブル依存症家族の会のイベントについて別紙でお知らせいたします。
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